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永
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
我
ら
が
関
東
学
院
六
浦
高
等
学
校
も
二
十
世
紀
を
締

め
く
く
る
本
年
、
四
十
八
回
197
名
の
卒
業
生
を
六
葉
会
に
迎
え
入
れ
、
そ
の
人
数
も
つ

い
に
一
万
人
を
突
破
し
、
益
々
、
充
実
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
卒
業
生
の
一
員
と

し
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
本
は
二
十
一
世
紀
を
直
前
に
し
、
様
々
な
分
野
で
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
、
少
子
高
齢
化
社
会
、
情
報
化
、
国
際
化
等

今
ま
で
の
機
構
シ
ス
テ
ム
を
再
点
検
し
、
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
の
変
わ

り
目
で
あ
り
ま
す
。

少
子
化
に
伴
う
学
校
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
、
我
ら
が
関
東
学
院
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
時
に
こ
そ
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
母
校
の
発
展
に
全
力

を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
世
紀
は
正
に
I
T
時
代
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
日
本
人
の
本
来
の
心
が
喪

失
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。

”人
に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
“
の
校
訓
は
人
間
と
し
て
の
生
き
方
、
在
り
方
を
わ
ず
か

八
文
字
で
表
し
た
す
ば
ら
し
い
言
葉
で
す
。

こ
の
校
訓
を
基
に
今
、
一
万
人
を
越
え
た
卒
業
生
一
人
、
一
人
が
社
会
の
様
々
な
分

野
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
生
の
う
ち
で
重
要
な
中
学
、
高
等

学
校
を
学
ん
だ
仲
間
と
し
て
卒
業
生
が
相
互
交
流
を
図
り
、
六
葉
会
の
充
実
と
母
校
の

発
展
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
世
紀
に
向
か
っ
て

会　長

田野井　一雄
（第7回卒）

会 長 挨 拶
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関
東
学
院
創
立
1
1
6
年
に
あ
た
り
、
記

念
祈
祷
会
並
び
に
記
念
式
典
が
10
月
6
日
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
東
学
院
の
前
身
、
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神

学
校
の
初
代
校
長
A.
A.
ベ
ネ
ッ
ト
先
生
の
生

涯
を
貫
い
て
い
た
の
は
、
全
て
の
人
に
仕
え

る
と
い
う
生
き
方
で
し
た
。
外
人
墓
地
の
先

生
の
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
「H

e
lived

to
serve

」、

そ
し
て
、
81
年
前
に
坂
田
祐
先
生
が
示
さ
れ

た
校
訓
「
人
に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
」
は
、
学

院
に
学
ん
だ
多
く
の
卒
業
生
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
教
育
の
場
で

「
奉
仕
活
動
」
を
と
い
う
動
き
が
出
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
学
院
で
学
ぶ
者
も
、
教
え
る
者
も

聖
書
の
教
え
を
土
台
と
し
た
建
学
の
精
神
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
た
生
き
方
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
新
し
い
世
紀
に
向
か
っ
て
、
学
院
は

大
き
な
変
革
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
最

大
の
改
革
は
、
女
子
短
期
大
学
の
4
大
へ
の
改

組
転
換
で
す
。
2
0
0
2
年
度
か
ら
大
学
の
新

学
部
（
人
間
環
境
学
部
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
の
文
学
部
に
比
較
文
化

学
科
、
法
学
部
に
法
政
策
学
科
の
新
学
科
が
新

設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
18
才
人
口
の
減
少
が
続

く
中
で
、
大
学
の
改
革
が
学
院
の
活
性
化
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
然

同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
六
浦
中
高
に
と
っ

て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
の
一
貫
教
育
の
重
要
性
が
改
め
て
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
六
浦
中
高
の
卒
業
生
も
1
0
、

0
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。
2
0
0
0
年
度
の

卒
業
生
は
49
回
生
に
な
り
ま
す
。
日
頃
、
様
々

な
場
で
学
校
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
の
中
で
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
高
校

1
年
生
の
研
修
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
で
す
。
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
先
輩
の
考
え
方
、
生
き
方
に
触

れ
る
こ
と
は
、
将
来
へ
向
け
て
の
貴
重
な
体
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
後
輩
の
た
め
に
、

ご
助
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
の
他
、
学
校
の
動
向
に
つ
い
て
は
別
表
の

行
事
予
定
表
を
ご
覧
下
さ
い
。
様
々
な
体
験
を

通
し
て
、
生
徒
は
成
長
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
中
学
入
試
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
2
年
前
か
ら
完
全
6
年
一
貫
教
育
を
前

提
に
、
高
校
入
試
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
入

試
要
項
は
別
掲
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
入
試
に

関
し
て
の
ご
質
問
等
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

校　長

永　野　　肇

21世紀へ向けての
学院の歩み
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2000年度　年間行事予定表

5日（水） 中学入学式
6日（木） 中1ガイダンス　心電図検査（中1）
7日（金） 中1ガイダンス　クラブ紹介
8日（土） 始業式　高2・高3個人写真撮影
10日（月） 心電図検査（高1）
12日（水） 高校県下一斉テスト
13日（木） 生徒会演説会
14日（金） スポーツテスト
15日（土） 六穂会読書会　聖書の集い
18日（火） 生徒会選挙
19日（水） 尿検査（高） 高3学年懇談会
20日（木） イースター礼拝　尿検査（中）

中3学年懇談会
21日（金） イースター礼拝　高1学年懇談会
22日（土） 土曜講座
24日（月） 内科検診（中3・高1）

中1学年懇談会　高3全統マーク模試
25日（火） 健康診断（中・高）
27日（木） 眼科検診（中・高） 中2学年懇談会
28日（金） 高2学年懇談会

8日（月） 生徒総会
13日（土） 六穂会総会　六穂会読書会　聖書の集い
16日（火）～20日（土）高2研修旅行
16日（火）～19日（金）中2自然教室
17日（水）～20日（土）中1オリエンテーション
18日（水） 高1一日研修　中3社会見学
27日（土） 土曜講座

6日（火）～7日（水） 中間試験
7日（水） 高2受験講演会
10日（土） 聖書の集い
14日（水） 花の日礼拝
15日（木） 花の日礼拝　春季特別伝道礼拝
16日（金） 中1施設訪問　六穂会歌舞伎講座
17日（土） 英語検定（中高希望者）土曜講座

漢字検定　六穂会読書会
19日（月） 高1学年懇談会
20日（火） 高2学年懇談会
21日（水） 芸術鑑賞
22日（木） 中1学年懇談会
23日（金） 高3ダンス発表会
26日（月） 中2学年懇談会

4日（火）～7日（金） 期末試験（高1・高2）
5日（水）～7日（金） 期末試験（中学・高3）
7日（金） ボランティア活動
8日（土） 聖書の集い
10日（月） 球技大会（高）
11日（火） 球技大会（中）
14日（金） 答合わせ
15日（土） 六穂会読書会　土曜講座
19日（水） 終業式
23日（日）～26日（水）キャンプ
27日（木）～8月8日（火） 海外研修
28日（金）～30日（日）社会科歴史探訪

23日（水）～29日（火）補講

2日（土） 始業式
6日（水）～9日（土） 中3研修旅行
8日（金） 中1美術研修
9日（土） 六穂会読書会　聖書の集い
16日（土） 土曜講座
27日（水） 中1・中2社会見学
30日（土） 土曜講座

6日（金） 創立記念日
11日（火）～12日（水）中間試験
12日（水） ボランティア活動
14日（土） 六穂会読書会　聖書の集い
20日（金） 秋季特別伝道礼拝
21日（土） 土曜講座
31日（火） 宗教改革記念礼拝

3日（金）～4日（土） 六浦祭
11日（土） 聖書の集い
13日（月） 中1学年懇談会
14日（火） 高校県下一斉テスト
15日（水） 高2学年懇談会
16日（木） 収穫感謝礼拝
17日（金） 収穫感謝礼拝
18日（土） 六穂会読書会　土曜講座
20日（月） 中2学年懇談会
21日（火） 中3学年懇談会
22日（水） 高1学年懇談会

6日（水）～11日（月）期末試験（高1・高2）
7日（木）～11日（月）期末試験（中学・高3）
14日（木） 答合わせ
16日（土） 六穂会読書会
19日（火） クリスマス礼拝
20日（水） 終業式
24日（日）～28日（木）スキー学校

9日（火） 始業式
10日（水）～26日（金）高3特別授業
18日（木） 中2理科教室
19日（金） 生徒総会
20日（土） 漢字検定　六穂会読書会　土曜講座
26日（金） 高校卒業礼拝
27日（土） 全国統一模試（高1・2希望者）

1日（木） 中学入試（1次A）
2日（金） 中学入試（1次B）
3日（土） 英語検定（中1・2）
5日（月） 中学入試（2次）
10日（土） 聖書の集い
13日（火） 中1学年懇談会
14日（水） 中2学年懇談会
16日（金） 中3学年懇談会
17日（土） 六穂会読書会　土曜講座
21日（水） 中学合唱コンクール

1日（木） 高校卒業式
6日（火）～9日（金） 期末試験（高1・高2）
7日（水）～9日（金） 期末試験（中学）
9日（金） ボランティア活動
10日（土） 聖書の集い
13日（火） 答合わせ　新中2～高1個人写真撮影
16日（金） 中学卒業礼拝
17日（土） 六穂会読書会
19日（月） 修了式

※学校で定める行事には、生徒全員あるいは学校で指定する学年全員が必ず参加しなければならない。

月

4

5

6

7

8

行　　　　　　事 行　　　　　　事月

9

10

11

12

1

2

3
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安
曇
野
通
信
曲
渕
　
憲
介

も
う
一
つ
の
夢
の
実
現
、
そ
れ
は
畑
仕

事
で
す
。
当
地
に
来
て
直
ぐ
、
休
耕
田
を

百
ı
ほ
ど
借
り
、
始
め
ま
し
た
。

三
月
初
め
、
畑
お
こ
し
を
す
る
こ
と
が

も
う
年
中
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃

は
ま
だ
、
周
囲
の
日
陰
に
は
雪
が
残
り
、

十
五
セ
ン
チ
も
掘
る
と
凍
土
と
な
っ
て
い

て
鍬
の
刃
が
た
ち
ま
せ
ん
。
で
も
表
層
部

を
耕
し
石
灰
で
中
和
し
、
鶏
糞
や
油
粕
を

す
き
込
ん
で
お
き
ま
す
。
十
日
も
す
る
と

凍
土
も
す
っ
か
り
融
け
、
再
び
深
く
耕
し

土
作
り
の
完
成
で
す
。

例
年
だ
と
二
十
日
頃
馬
鈴
薯
の
植
付
け

を
す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
寒
さ
が
続
き

月
末
に
な
っ
て
や
っ
と
植
え
つ
け
、
続
い

て
ト
キ
ナ
シ
ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ

ン
（
ア
カ
カ
ブ
）、
コ
マ
ツ
ナ
、
シ
ュ
ン

ギ
ク
、コ
カ
ブ
等
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
野
菜
が
発
芽
す
る
四
月
中
旬
、

庭
で
は
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
ダ
ン
コ

ウ
バ
イ
の
花
が
先
ず
咲

き
、
下
旬
に
な
れ
ば
タ

チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
が
、
そ

し
て
付
近
の
サ
ク
ラ
も

咲
き
誇
り
ま
す
。
五
月

の
連
休
明
け
に
は
ナ

ス
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ

リ
、
レ
タ
ス
等
の
苗
を

植
え
つ
け
ま
し
た
。
昨

年
の
秋
、
種
を
ま
き
背

丈
の
伸
び
て
き
た
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
に
支
柱

を
立
て
、
ポ
ッ
ト
苗
と
し
て
育
て
た
カ
ボ

チ
ャ
を
植
え
つ
け
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ

ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の
種
を
ま
き
収
穫
を
待
ち
ま

す
。庭

で
チ
ゴ
ユ
リ
、
ヤ

マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
花
が

咲
く
頃
に
な
る
と
、
畑

の
葉
物
野
菜
の
収
穫
が

た
け
な
わ
と
な
り
、
採

れ
過
ぎ
る
サ
ヤ
エ
ン
ド

ウ
・
シ
ュ
ン
ギ
ク
等
が

冷
蔵
庫
の
野
菜
室
を
占

領
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
茹
で
た
り
、
炒
め

た
り
汁
の
具
に
し
た
り
連
日
野
菜
攻
め
に

あ
い
ま
す
。
ま
た
、
茹
で
て
冷
凍
保
存
も

し
ま
す
が
、
食
べ
き
れ
ず
横
浜
に
い
る
子

供
た
ち
に
送
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
無

農
薬
・
有
機
栽
培
が
と
り
え
で
、
送
料
を

考
え
る
と
大
変
高
い
も
の
に
つ
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
残
念
な
が
ら
多
く
は
野
菜
室
で

堆
肥
化
し
て
い
き
ま
す
。

六
月
下
旬
、
家
の
前
で
は
生
産
調
整
に

よ
り
稲
か
ら
転
作
し
た
麦
畑
で
麦
刈
り
が

行
わ
れ
、
今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
天
日
干

し
が
見
ら
れ
ま
す
。

七
月
・
八
月
に
な
る
と
キ
ュ
ウ
リ
、
ト

マ
ト
の
収
穫
期
に
入
り
冷
蔵
庫
は
満
杯
。

今
年
は
キ
ュ
ウ
リ
の
出
来
が
良
く
キ
リ
ギ

リ
ス
状
態
で
す
。
塩
漬
け
、
味
噌
漬
、
梅

酢
漬
け
等
で
保
存
、
そ
れ
で
も
多
く
が
堆

肥
と
な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
で
き
も
良
く
、冷
蔵
庫
の
隙
間
を
埋
め
、

彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
根
菜
類
の
よ
う

に
保
存
の
利
く
も
の
は
良
い
の
で
す
が
、

ショウジョウバカマ

チゴユリ タチツボスミレ

ヤマシャクヤク
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わ
ず
か
4
本
ず
つ

の
キ
ュ
ウ
リ
、
ト

マ
ト
が
慌
て
さ
せ

ま
す
。
結
実
時
期

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
で
き
れ
ば
堆
肥

に
し
な
い
で
す
む

の
で
す
が
…
。

今
年
の
夏
は
こ
と
の
ほ
か
暑
く
、
炎
天

下
で
行
う
馬
鈴
薯
の
収
穫
が
遅
れ
、
八
月

下
旬
に
な
っ
て
も
ま
だ
畑
に
一
部
残
っ
て

い
る
次
第
で
す
。
八
月
下
旬
は
ダ
イ
コ
ン

の
種
ま
き
ど
き
で
す
の
で
、
涼
風
の
吹
く

夕
方
に
な
る
と
畑
に
出
て
土
作
り
を
し
、

種
ま
き
を
し
、晩
秋
の
収
穫
を
待
ち
ま
す
。

こ
の
後
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
を
植
え

つ
け
、
晩
秋
の
頃
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
種
を

ま
き
、タ
マ
ネ
ギ
の
苗
を
植
え
つ
け
れ
ば
、

今
年
の
菜
園
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
終
わ
り
ま

す
。我

が
家
の
野
菜
に
は
無
農
薬
印
の
刻
印

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
病
害
虫
痕
で
す
。

店
頭
に
並
ぶ
き
れ
い
な
野
菜
は
農
薬
使
用

印
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
我
が
家
で
は
あ

ん
な
き
れ
い
な
野
菜
は
作
れ
ま
せ
ん
。
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
を
丹
念
に
捕
り
ま
す
が
、

外
皮
は
網
の
目
の
よ
う
に
な
り
内
側
も
孔

だ
ら
け
に
な
り
ま
す
。
時
に
は
虫
の
食
べ

残
し
た
部
分
を
食
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

世
間
で
は
野
菜
の
残
留
農
薬
に
つ
い
て
あ

ま
り
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
が
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
？

今
年
は
雷
の
発
生
が
多
く
、
不
覚
に
も

パ
ソ
コ
ン
を
落
雷
で
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
し
ま

い
修
理
に
十
日
以
上
か
か
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
は
雷
鳴
が
聞
こ

え
る
と
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
の
で
す
が
、

強
力
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
稲

妻
と
鼓
膜
を
破
ら
ん
と
す
る
よ
う
な
雷

鳴
、
今
回
は
突
然
で
間
に
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
も
日
中
の
高
温
が
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

日
中
は
三
十
三
℃
前
後
に
な
る
日
で

も
、
夜
に
な
る
と
二
十
℃
位
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
下
と
な
る
こ
と
が
安
曇
野
の
住
み

易
さ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

自
然
現
象
を
別
と
し
て
、
静
か
で
豊
か

な
自
然
が
売
り
物
の
安
曇
野
に
、
高
速
道

路
の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
予
想
も

し
な
か
っ
た
こ
の
計
画
に
困
惑
し
て
い
ま

す
。最
も
西
側
に
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
る
と
、

曲
渕
先
生
ア
ク
セ
ス

中
央
高
速
〜
長
野
自
動
車
道
豊
科
―
C

降
り
て
R
1
4
7
利
用
す
ぐ

長
野
県
南
安
曇
郡
穗
高
町
有
明
7
3
6
4
―
1
3

T
E
L
0
2
6
3
―
8
3
―
2
9
2
8

我
が
家
か
ら
歩
い
て
数
分
の
位
置
に
な

り
、
し
か
も
そ
の
ル
ー
ト
が
有
力
と
い
い

ま
す
か
ら
困
っ
た
も
の
で
す
。
微
力
な
が

ら
反
対
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
ど
う

な
る
こ
と
や
ら
・
・
・
。（2000

・
9
・
10
記
）

有明山（右上）と麦の天日干し
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1
9
5
3
年
（
昭
和
28
年
）
の
春
に
第

1
回
生
87
名
が
卒
業
し
て
以
来
、
本
年
の

第
48
回
生
197
名
を
加
え
て
会
員
叉
は
同
窓

生
総
数
は
1
0
1
4
9
名
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
同
窓
会
に
は
2
つ
の
目
的
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
め
は
同
窓
生
に
よ
る
母
校
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
二
つ
め
は
同
窓
生
自
身
の
発
展
と
親

睦
で
あ
り
ま
す
。
母
校
で
あ
る
六
浦
中
高

を
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
環
境
や
、
社

会
へ
と
入
っ
た
今
、
同
じ
学
校
で
学
ん
だ

卒
業
生
が
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
合

い
、
心
や
生
活
を
豊
か
に
し
、
励
ま
し
合

っ
て
生
き
て
行
け
た
ら
最
高
の
幸
せ
だ
と

考
え
ま
す
。

六
葉
会
は
今
年
も
会
員
の
皆
様
の
提
言

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
会
を
運
営
し
た

く
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
樹

実
し
た
楽
し
い
会
に
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
六
葉
会
の
活
動
を
今
一
度
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
尚
、
月
一
度
、
学

校
会
議
室
に
お
い
て
活
動
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
運
営
に
興
味
の
あ
る
か

た
は
是
非
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
。

（
1
）
卒
業
生
の
集
い
の
開
催

（
2
）
名
簿
の
発
行
（
5
年
毎
に
発
行
）

…
…
96
年
発
行

（
3
）
募
金
活
動

（
母
校
の
建
築
等
へ
の
援
助
）

（
4
）
会
報
の
発
行
（
年
一
回
）

（
5
）
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
開

催
（
六
穂
会
と
共
催
）

六
葉
会
の
活
動
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特
別
企
画
委
員
会

六
葉
会
と
母
校
の
発
展
の
た
め
に
企

画
・
運
営
の
計
画
を
立
案
し
、
貴
重
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会

会
報
の
発
行
に
よ
り
、
卒
業
生
の
情
報

交
換
、
学
校
の
現
状
等
に
つ
い
て
ホ
ッ

ト
な
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

つ
ど
い
実
行
委
員
会

「
卒
業
生
の
集
い
」
の
企
画
・
運
営
。
卒

業
生
の
ふ
れ
あ
い
の
場
。
年
令
の
差
を

越
え
て
の
楽
し
い
集
い
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

名
簿
委
員
会

5
年
に
一
度
名
簿
を
発
行
。
卒
業
生
に

と
っ
て
大
切
な
情
報
源
。
正
確
な
名
簿

各
委
員
会
の
紹
介

作
成
の
た
め
努
力
し
て
い
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会

会
員
相
互
の
交
流
を
促
進
し
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
窓
会
の
活

力
を
生
み
出
し
ま
す
。

六葉会のシンボルマークについて

「山上の垂訓」の1節に

ある「平和」（マタイ5章8

節）を概欖で表し、図案

の6枚の葉はオリーブの

葉で6年間の歩み及び六

浦を表しています。

48
回
卒
業
生
六
葉
会
幹
事

関
東
学
院
六
浦
高
校

4組

5組

鈴木 淳・鈴木文美香

石井 綾・酒井美佳子

ıb上記の方々が学年幹事となられましたのでご連絡事項等よろしくお願い致します。

ıb転居されますと、会報等の郵便物が届かなくなります。住所変更は六浦中高事務

局781―2525までお知らせ願います。FAX 781―2527

1組

2組

3組

石川 智之・九里 旬子

秋本かんな・泉美 毅洋

角田 美子・平野 勇樹
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野本　幸靖（第47回卒）

現役 クラブ紹介

関
東
学
院
六
浦
中
学
校
・
高
等
学

校
の
陸
上
競
技
部
は
現
在
30
名
の
部

員
と
4
名
の
先
生
方
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
種
目
は
多
様
で
1
0
0
m

か
ら
5
0
0
0
m
ま
で
、
さ
ら
に
は

幅
跳
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
種
目
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

普
段
の
練
習
は
学
校
の
外
周
コ
ー

ス
を
使
用
し
て
、
土
曜
日
は
大
学
の

釜
利
谷
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
を
お
借

り
し
て
短
距
離
・
長
距
離
・
走
幅
跳

と
分
か
れ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
合
宿
が
あ
り
新
潟
や
長

野
な
ど
に
遠
征
を
し
て
普
段
に
は
で

き
な
い
よ
う
な
充
実
し
た
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
O
B
・
O
G
も
練
習

に
参
加
し
て
楽
し
い
な
か
に
も
厳
し

い
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
合
・

記
録
会
が
あ
り
新
記
録
の
達
成
、
入

賞
、
表
彰
な
ど
を
目
指
し
て
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

陸 上 競 技 部
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現
在
、
記
録
の
向
上
が
著
し
い
よ
う
で
県
大
会

に
出
場
す
る
部
員
も
い
て
活
気
づ
い
た
部
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
3
日
4
日
の
2
日
間
六
浦
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
卒
業
生
の
部
屋
と
し
て
六
浦

会
の
部
屋
を
今
年
も
設
け
ま
す
。

門
を
入
っ
て
正
面
に
あ
る
中
学
校
舎
4
階

で
す
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
全
学
年
そ
ろ
え

て
展
示
し
て
い
ま
す
。
現
役
の
学
生
に
も

先
生
の
学
生
時
代
の
写
真
が
み
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
っ
て
毎
年
好
評
で
す
。是
非
、

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

学 校 へ 行 こ う

11月3日　10時30分　キックオフ

現役OB戦をグランドで行います。

是非、見に来て下さい。

「六浦祭」11/3・4開催

六蹴会 VS 現役サッカー部
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当
地
は
東
京
横
浜
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
い

う
立
地
条
件
の
関
係
で
住
宅
設
計
の
依
頼

を
多
く
受
け
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
志
向
の
お
客
様
が

多
く
、
業
務
も
悪
戦
苦
闘
気
味
で
あ
り
ま

す
が
、
ご
く
最
近
の
お
客
様
の
中
に
は
、

よ
り
住
空
間
を
楽
し
み
た
い
方
や
、
素
材

に
こ
だ
わ
り
を
持
た
れ
る
個
性
豊
な
方
々

が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、
設
計
業
務
を
行

う
も
の
に
と
っ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
事
で

あ
り
ま
す
。

私
も
年
を
重
ね
50
才
に
な
り
子
供
達
も

大
き
く
な
っ
て
思
う
こ
と
が
有
り
、
住
宅

設
計
の
中
に
「
行
っ
て
来
ま
す
と
た
だ
い

ま
を
家
族
に
直
接
会
っ
て
言
え
る
家
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
入
れ
て
の
家
造
り
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

近
年
の
住
宅
は
機
能
を
第
一
と
し
て
設

会
社
を
設
立
し
て
約
20
年
ほ
ど
経
過

し
、
只
今
は
横
須
賀
市
の
小
川
町
に
あ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
1
部
屋
に
事
務
所
を
構
え

て
お
り
ま
す
。
主
に
横
須
賀
を
中
心
と
し

て
建
築
設
計
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
、

O B
訪問

計
さ
れ
る
の
で
玄
関
か
ら
廊
下
階
段
を
経

由
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
室
へ
と
動
線
が
む

す
ば
れ
て
お
り
、
私
の
家
で
も
そ
う
な
の

で
す
が
子
供
が
何
時
に
出
か
け
、
帰
っ
た

の
か
も
分
か
ら
な
い
事
が
し
ば
し
ば
有
り

ま
す
。

そ
れ
を
改
め
玄
関
か
ら
居
間
、
廊
下
階

段
、
個
室
の
動
線
と
し
居
間
食
堂
を
設
計

と
し
て
意
図
的
に
家
族
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
と
す
る
事
等
、
自
然
に
家
族
が

ふ
れ
あ
え
、
楽
し
い
家
庭
が
営
め
る
設
計

の
部
分
で
皆
様
の
お
手
伝
い
が
少
し
で
も

出
来
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

卒
業
以
来
30
数
年
経
過
し
、
突
然
の
六

葉
会
機
関
紙
の
投
稿
依
頼
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か

ら
の
設
計
依
頼
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

横
須
賀
市
小
川
町
28
―

1

横
須
賀
ハ
イ
ム
301
号

電
話
　
0
4
6
8
―

2
5
―

4
0
7
8

安
田
建
築
設
計
事
務
所
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関
東
六
浦
4
回
生
の
皆
さ
ん
お
元
気

で
す
か
。
恒
例
の
同
期
会
は
、
還
暦
記

念
と
し
て
湯
河
原
温
泉
で
行
わ
れ
た
平

成
10
年
秋
に
続
い
て
、
平
成
12
年
3
月

26
日
（
日
）
に
泊
り
が
け
で
箱
根
大
平

台
温
泉
『
対
岳
荘
』（
私
学
共
済
組
合
保

養
所
）
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
人
数
が
伊
藤
先
生
と
男
性
4

名
・
女
性
8
名：

計
13
人
（
前
回
20
名
）

と
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
分
参

加
者
全
員
の
対
話
が
で
き
て
中
身
の
濃

い
同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
2

次
会
は
大
平
台
駅
の
近
く
の
マ
マ
と
娘

さ
ん
の
経
営
す
る
素
敵
な
ス
ナ
ッ
ク
を

日
曜
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
い
て
い
た
だ

い
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
素
晴
ら
し
い
天
気
で
男
性
組

（
島
田
・
山
口
・
白

岩
）
は
小
田
原
湯

元
ゴ
ル
フ
場
に
て

花
見
を
兼
ね
て
プ

レ
ー
に
満
足
し
ま

し
た
。
女
性
組
も
帰
り
に
小
田
原
城
で

桜
を
見
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
の
感
想

で
し
た
。

今
回
特
に
身
体
の
不
調
で
参
加
さ
れ

な
か
っ
た
方
が
意
外
に
多
い
こ
と
が
、

目
に
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
方
も
か
な
り
居
り
、
宿
泊
日
が
日

曜
日
な
の
で
参
加
で
き
な
い
方
が
多
数

お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
参
加
者
の

少
な
い
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
お
互
い
も
う
若
く
は
な
い
の
で
す

か
ら
、
身
体
を
充
分
気
を
付
け
な
が
ら

か
つ
体
力
を
充
実
さ
せ
る
必
要
を
痛
切

に
感
じ
ま
し
た
。

次
回
（
平
成
14
年
）
は
大
勢
の
方
に

も
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
従
来
の
会
食

式
の
同
期
会
に
戻
し
て
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
場
所
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、

母
校
の
大
学
食
堂
も
一
案
と
し
て
で
て

お
り
ま
し
た
。
な
お
、
次
回
の
幹
事
さ

ん
は
男
性
幹
事
　
島
田
君
・
山
口
（
哲
）

君：

女
性
幹
事
松
井
（
石
井
和
美
）
さ

ん
・
足
立
（
太
田
求
子
）
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
次
回
は
是
非
大
勢
の
皆

様
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 
ク
ラ
ス
会
レ
ポ
ー
ト�
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M.Charpentier（1634-1704）：Te Deum
シャルパンティエ テ・デウム

G.F.Handel（1685-1759）：”Let the bright Seraphim”
from SAMSONヘンデル
オラトリオ「サムソン」より
輝かしいセラフィムに

J.S.Bach（1685-1750）：Fuga c-moll BWV575
バッハ フーガ　ハ短調

A.Scarlatti（1660-1725）：”Mio tesoro per te moro”
スカルラッティ 私の宝である君

N.Bruhns（1665-1697）：Praeludium G-dur
ブルーンス 前奏曲　ト長調

J.S.Bach ：”Jesu bleibet meine
Freude”
主よ人の望みの喜びよ

A.Heiller（1923-1979）：”Nun Komm’der Heiden
Heiland”ハイラー
いざ来ませ、異邦人の救い主よ

A.Scarlatti ：”Si suoni la tromba”
鳴れ、トランペットよ

F.Peeters（1903-1986）：Aria op.51
ペーテルス アリア

G.F.Handel ：Suite D-Dur
讃美歌98番をみなさんで歌う

・・

・・

12月2日（土）
2：00PM～
礼拝堂にて

～プログラム～

12
歳
よ
り
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
始
め
る
。

94
、
95
、
98
年
、
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ス
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
参
加
。
96
年
東
京
芸
術

大
学
入
学
。
97
年
シ
エ
ナ
・
ウ
ィ
ン

ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
。
98
年
度

「
芸
大
メ
サ
イ
ア
」
に
出
演
。
98
、
99
年

度
「
芸
大
室
内
楽
定
期
演
奏
会
」
に
出

演
。
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
芸

大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
と
共
演
。
第
16

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

佐
藤
　
友
紀
（
さ
と
う
　
と
も
の
り
）
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回
日
本
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
位
。

N
H
K
│
F
M
「
ラ
イ
ヴ
509
」
に
出
演
。

2
0
0
0
年
同
大
学
卒
業
。
ア
カ
ン
サ

ス
音
楽
賞
受
賞
。
読
売
新
聞
社
主
催
新

人
演
奏
会
に
出
演
。
小
澤
征
爾
音
楽
塾

オ
ペ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
P
M

F
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
に
参
加
。
こ

れ
ま
で
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
、
岡
田
治

久
、
杉
木
峯
夫
、
福
田
善
亮
、
エ
ド
モ

ン
ド
・
コ
ー
ド
、
ピ
エ
ー
ル
・
テ
ィ
ボ

ー
の
各
氏
に
、
室
内
楽
を
稲
川
栄
一
氏

に
師
事
。
現
在
、
シ
エ
ナ
・
ウ
ィ
ン

ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
楽
団
員
。
東
京
ア

ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ブ
ラ
ス
主
宰
。

鹿
児
島
県
出
身
。
幼
少
か
ら
ピ
ア
ノ

を
始
め
る
。
鹿
児
島
短
期
大
学
ピ
ア
ノ

科
卒
業
後
、
東
京
芸
術
大
学
声
楽
科
に

入
学
。
現
在
、
同
大
学
大
学
院
音
楽
研

究
科
声
楽
専
攻
1
年
在
学
中
。
98
年
度

「
芸
大
メ
サ
イ
ア
」
の
ソ
プ
ラ
ノ
・
ソ
ロ

を
務
め
る
。
99
年
芸
大
同
声
会
主
催
の

新
人
演
奏
会
に
出
演
。
ピ
ア
ノ
を
佐
々

木
信
和
、
岡
村
重
信
、
声
楽
を
西
澤
明
、

中
村
智
子
、
ウ
ー
ヴ
ェ
・
ハ
イ
ル
マ
ン
、

平
野
忠
彦
の
各
氏
に
師
事
。

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
幼
児
教
育

科
、
洗
足
学
園
大
学
音
楽
部
オ
ル
ガ
ン

科
卒
業
。
第
22
回
オ
ル
ガ
ン
新
人
演
奏

会
出
演
。
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
大
学

院
音
楽
研
究
科
宗
教
音
楽
学
専
攻
（
オ

ル
ガ
ン
）
修
了
。
オ
ル
ガ
ン
を
村
上
顕
、

佐
藤
ミ
サ
子
、
山
崎
陽
子
の
各
氏
に
師

事
。
現
在
、
ソ
ロ
の
ほ
か
、
声
楽
・
合

唱
と
の
共
演
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
と
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
の
活
動
を
行
う
一

方
、
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

関
東
学
院
六
浦
中
学
高
等
学
校
、
カ
ト

リ
ッ
ク
山
手
教
会
お
よ
び
田
園
調
布
教

会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
日
本
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
教
会
、
日
本
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
会
員
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
土
曜
講

座
の
受
講
生
3
名
に
よ
る
発
表
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
発
表
は
15
分
ほ
ど
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
に
行
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
讃
美

歌
を
含
ま
ず
に
約
1
時
間
で
す
。

ソ
プ
ラ
ノ

馬
原
　
裕
子
（
う
ま
は
ら
　
ひ
ろ
こ
）

オ
ル
ガ
ン

建
石
　
直
子
（
た
て
い
し
　
な
お
こ
）

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
3：

30
P
M
〜

中
高
学
生
食
堂
に
て

”卒
業
生
の
集
い
“（
無
料
）
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六葉会1999年度　決算報告書
収入の部

科　　　　目 1999年度予算 1999年度決算 増　　減 備　　　　　考
4 7 回 生 会 費
4 8 回 生 入 会 金
法 人 預 け 金 繰 入
維 持 会 費
卒業生の集い会費
名 簿 販 売 代 金
名 簿 広 告 代 金
受 取 利 息
繰 越 金
合 計

2,541,600
398,000
2,944,600
1,000,000
100,000
10,000
30,000
20,000

―346,390
6,697,810

2,635,200
394,000
2,944,600
1,184,000
22,000
7,500
0

10,596
0

7,197,896

93,600
△4,000

0
184,000
△78,000
△2,500
△30,000
△9,404
346,390
500,086

2,419,200（168名）+216,000（30名）
197名卒業

￥4,000×296名分
￥1,000×22名分
￥2,500×3冊

支出の部

科　　　　目 1999年度予算 1999年度決算 増　　減 備　　　　　考

運 営 費
会 議 費
事 務 費
印 刷 費
通 信 費
消 耗 品 費
交 際 費
慶 弔 費
援 助 費
合同同窓会分担金
雑 費
事 業 費
会 報 印 刷 費
会 報 発 送 費
名 簿 発 送 費
行 事 費
生 徒 会 援 助 金
積 立 金 繰 入
一 般 積 立 金
行 事 積 立 金
名 簿 積 立 金
在校生会費預り金
予 備 費
小 計
次 期 繰 越 金
合 計

300,000

150,000
100,000
10,000

100,000
150,000
59,400
10,000

1,300,000
810,000
1,360
200,000
100,000

50,000
50,000
300,000
2,944,600
62,450

6,697,810
0

6,697,810

230,352

92,702
107,734
4,693

45,675
139,612
59,400
39,721

1,253,923
799,909
680

106,115
100,000

50,000
50,000
300,000
2,944,600

0
6,325,116
872,780
7,197,896

△69,648

△57,298
7,734

△5,307

△54,325
△10,388

0
△29,721

0
△46,077
△10,091
△680

△93,885
0
0
0
0
0
0

△62,450
△372,694
872,780
500,086

￥300×198名分（47回生）
振込・払込手数料等

再発送費含む
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六葉会2000年度　予算案
収入の部

科　　　　目 1999年度予算 2000年度決算 増　　減 備　　　　　考

4 8 回 生 会 費
4 9 回 生 入 会 金
法 人 預 け 金 繰 入
維 持 会 費
卒業生の集い会費
名 簿 販 売 代 金
名 簿 広 告 代 金
受 取 利 息
繰 越 金
合 計

2,541,600
398,000
2,944,600
1,000,000
100,000
10,000
30,000
20,000

―346,390
7,177,656

2,534,400
396,000
2,900,000
1,000,000
50,000
10,000
30,000
10,000
822,380
7,752,780

△7,200
△2,000
△44,600

0
△50,000

0
0

△10,000
1,168,770
575,124

2,232,000（155名）+302,400（42名）
198名卒業予定

@2500＊4冊

支出の部

科　　　　目 1999年度予算 2000年度決算 増　　減 備　　　　　考

運 営 費
会 議 費
事 務 費
印 刷 費
通 信 費
消 耗 品 費
交 際 費
慶 弔 費
援 助 費
合同同窓会分担金
活 動 費
雑 費
事 業 費
会 報 印 刷 費
会 報 発 送 費
名 簿 発 送 費
行 事 費
生 徒 会 援 助 金
積 立 金 繰 入
一 般 積 立 金
行 事 積 立 金
名 簿 積 立 金
在校生会費預り金
予 備 費
合 計

300,000

150,000
100,000
10,000

100,000
150,000
59,400

0
10,000

1,300,000
810,000
1,360
200,000
100,000

50,000
50,000
300,000
2,944,600
62,450

6,697,810

300,000

250,000
100,000
10,000

100,000
200,000
59,100
150,000
10,000

1,300,000
900,000
65,000
200,000
150,000

100,000
100,000
500,000
2,900,000
358,680
7,752,780

0

100,000
0
0

0
50,000
△300
150,000

0

0
90,000
63,640

0
50,000

0
50,000
50,000
200,000
△44,600
296,230
1,054,970

￥300×197名分（48回生）

48回生　名簿発送分含む



2000年度の維持会費の納入をお願いしております。六葉会の運営に是非
ともご協力下さい。納入は同封の郵便振込用紙をご利用の上4,000円（手数
料別）お振込下さい。よろしくお願い申し上げます。

●維持会費のご協力のお願い●
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助 成 金助 成 金

募

集

コ

ー

ナ

ー

来
年
度
の
六
葉
会
会
報
の
記
事
、

投
稿
、
想
い
出
の
ス
ナ
ッ
プ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
会
の
報
告
や

現
役
当
時
の
お
話
し
な
ど
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

0
4
6
8
―
2
2
―
7
7
7
2

住す

ま
い
る
シ
ョ
ッ
プ
　
長
浜
ま
で

編
　
集
　
後
　
記

■
コ
ラ
ム
、
い
そ
が
し
く
て
書
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
会
報
作
り
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
ł
石
）

■
今
年
も
な
ん
と
か
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
原
稿
等
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
浜
）

◆
同
窓

鈴

木

　

実

平
澤
（
立
花
）

麗
子

真
野
（
高
田
）

泉
子

奥

津

尚

武

宮

下

文

雄

土

田

　

隆

香
山
（
新
谷
）
三
千
子

児

嶋

昌

子

篠

田

達

朗

海
老
沢
（
末
利
）
光
子

井

上

順

博

伊

藤

憲

光

訃
報
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
会
報
委
員
会
調
査
分
）

1
回
生
2
組

2
回
生
1
組

2
回
生
1
組

3
回
生
2
組

13
回
生
2
組

18
回
生
5
組

20
回
生
2
組

27
回
生
2
組

28
回
生
1
組

34
回
生
3
組

35
回
生
3
組

39
回
生
6
組

平
成
11
年
5
月

平
成
12
年
8
月

平
成
12
年
10
月

平
成
12
年
2
月

平
成
12
年
5
月

平
成
12
年
1
月

平
成
12
年
9
月

平
成
11
年
9
月

平
成
12
年
4
月

平
成
11
年
12
月

平
成
12
年
4
月

平
成
12
年
2
月

六
葉
会
か
ら
、
同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
に

助
成
金
が
出
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
幹
事
に
な
ら
れ
た
方
は
、
是
非
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
学
校
ま
た
は
学
年
幹
事
に

連
絡
い
た
だ
く
と
学
年
会
に
は
1
0,
0
0
0

円
、
ク
ラ
ス
会
に
は
5,
0
0
0
円
の
通
信

補
助
が
う
け
ら
れ
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
関
東
学
院
六
浦
中
学
・
高
校
学
校

0
4
5-

7
8
1-

2
5
2
5

中
田
ま
で

クラス
会に



2001年度（平成13年度）

中学校生徒募集要項

募 集 人 員

出 願 資 格
出 願 期 間

出 願 書 類

入学検定料

入学試験日

試 験 科 目

合 格 発 表

入学検定料について
・入学検定料は、銀行振り込みになっておりますので、所定の用紙にてあらかじめ銀行等（郵便
局を除く）から振り込んで下さい。
ただし、2次の2月1日～3日は、本校教務窓口でも受け付けます。

〔1次〕
A日程

60名（男・女）
いずれも本学院六浦小学校からの進学者の数は含みません。
2001年3月　小学校卒業見込みの者
2001年1月10日（水）～1月13日（土）

9：00～15：00

A入学志願票・受験票（本校指定）
B志願者カード（本校指定）
20,000円（銀行振込）
ただし、1月10日（水）～1月13日（土）の出願期間中に、2種類または3種類の試験

を同時に出願する場合は
2種類出願する場合、検定料の合計を30,000円
3種類出願する場合、検定料の合計を40,000円とします。

2月1日（木）
8：15集合

2月2日（金）
14：50集合

2月5日（月）
8：15集合

国語・社会・理科・算数
※1次A、1次B、2次、すべて面接は行いません。

国語・算数 国語・算数

2月1日（木）17：30～18：30 2月2日（金）20：00～21：00 2月5日（月）15：00～16：00

20,000円（銀行振込） 20,000円（銀行振込）※2月1日～3日は受付窓口でも可

2001年1月10日（水）～1月13日（土）
9：00～15：00

2月1日（木） 15：00～18：00
2月2日（金） 9：00～15：00
2月3日（土） 9：00～15：00

B日程
40名（男・女） 30名（男・女）

〔2次〕
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道　　順
ı b京浜急行「金沢八景駅」下車（特急・急行停車
駅）

ı b金沢八景駅から
（徒歩の場合）
地図の矢印の道順で歩いて約15分。
（バス利用の場合）
国道16号に出て、バス停「金沢八景」より乗車

ı b京浜急行バス「追浜日産自動車行」市営バス
「追浜行」のときは、「内川橋」下車、徒歩5分。

ı b京浜急行バス「関東学院循環」のときは「関東
学院大学」下車。



■関東学院六葉会　〒236―8504 横浜市金沢区六浦町4834 ı @045（781）2525

■印刷・（株）エイコープリント
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